
 

 

 

 

 

～“橋梁の損傷が２６種類って、何 ？”～ 

７月の「メンテにゅ～す」で橋梁の点検を紹介したときに、「損傷の種類は全部で２６

種類」としていますが、どんな種類があってどんな状態かを紹介します。 

 

●損傷の種類と状態 

 

○鉄（鋼）の橋は腐食と亀裂に注意！ 

鉄（鋼）の橋で特に多い損傷は、①腐食と②亀裂

です。 

① 腐食は「錆」の延長上にあり、鉄を放っておく

と錆が発生し、さらにそのまま放置すると腐

食となってしまいます。そうなると鉄の厚さ

がなくなり、結果、橋や車の重さを支える強

度がなくなってしまいます。 
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① 腐食の例 



② 亀裂は、繰り返して力を掛けることで発生  

する鉄の「割れ」であり、特定部分に発生 

しやすい損傷です。 

亀裂をそのままにしておくと、橋や車の   

重さを他の材料にうまく伝達する事がで 

きなくなります。 

 

 

●コンクリートの橋はひびわれが多い！ 

コンクリート橋で最も多い損傷は、⑥ひびわれです。 

ひびわれとは、コンクリート表面に発生する「割れ」であり、コンクート同士の結合を

阻害し強度の低下に繋がる損傷です。さらにやっかいなのは、このひびわれに水が浸入す

ると、浸み込んだ水が中の鉄材を錆びさせ、⑦剥離・鉄筋露出の原因となります。 

また、⑧漏水・遊離石灰も、水が浸み込んだことの指標となるものです。なお、「遊離石

灰」とは、コンクリートの成分の石灰分が水に溶け込んで外部に滲み出て、ひびわれ表面

が白くなるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○損傷を放置するとどうなるの？ 

この他にも、㉒異常なたわみや㉖洗掘など、さまざまな

損傷の種類があります。 

橋梁の損傷全般に言えることですが、そのまま放置する

と、重さに耐えきれずに「橋の崩落」に繋がる可能性があ

ります。 

適切な時期に補修や補強を実施するためにも、５年に１

回の点検を確実に実施し、橋の状態を的確に把握しておく

ことは非常に重要な事なのです。 

～終わり～ 

②亀裂の例 

⑦剥離・鉄筋露出の例 ⑥ひびわれの例 


